
令和元年訓練用
災害時における被災建築物応急危険度判定業務に関する協定によるコミセンの応急危険度判定元年版

【報  告  先】建築課（不通の場合災害対策本部）に別紙調査表を報告ください。

建築課26-5749/衛星電話①8707-7671-3928　②8707-7671-3331　③8707-7671-3278

ＦＡＸ①建築課（26-6482）　②災害対策本部（22-5464）

【報  告  後】

３件以上 １件 無 ３件以上 １件 無 ３件以上 １件 無

３件以上 １件 無 ３件以上 １件 無 ３件以上 １件 無

１．通常電話又は衛生電話で連絡

2．可能な場合追加でＦＡＸを送付

２．当コミセン周辺の被害状況について（到着までに見られた周辺の被害状況を報告ください。）

①木造住宅

倒壊

④

：午前　・　午後

報告後、担当判定士に返却してくだい。担当判定士は、別紙調査表と一緒に翌日（午前中）まで、建築課へ提出ください。

① ② ③

１．応急危険度判定開始について

（１）到着時間

（２）判定士名（実施した方）

ウ）ほとんど見られないア）半数以上の落下 イ）数件に破損あり

（４）　　　　　　　　　　　　

倒壊 大破 中破

３．移動中に被害の多いと思われる地区について　（コミセン移動間等）

（３）

（２）　　　　　　　　　　　　

地区名

（１）　　　　　　　　　　　　

状況

　

【報告方法】

コミセン及び支部指定職員の方へ 参集した担当判定士に最初に記入してもらってください。

担当判定士の方へ 最初に到着した方が記入し、支部指定職員に提出してください。

（２）建物以外 ア）液状化　有　･　無 イ）電柱の倒壊　有 ・ 無 ウ）道路の寸断　有 ・ 無

（３）その他【状況】

大破 中破

②ＲＣ　又　Ｓ造の建物

（１）建物

③瓦の屋根

【地震時に使用③】
（担当判定士用）

コミセン名月　　日（　　）

お願い

周辺状況報告書


